
アオノリの陸上養殖における
生育管理システムの開発

－ アオノリの陸上養殖におけるAIを活用した生育管理システムの開発（R5～6年度）－
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アオノリの陸上養殖を支援する自動給餌装置の開発や生育状況を把握するシス
テムを開発することを目的に、今年度はデータ収集システムを構築しました。

養殖現場の環境データを遠隔地で確認できるシステムを開発し、データの確
度やシステムの堅牢性を確認しました。
今後は、収集したデータをAI等に活用することで自動給餌やノリの成長速度

を予測する機能を開発し、その有効性を検証する予定です。

システムの概要

養殖現場の環境データを収集

LPWA通信を採用
リアス式海岸の複雑な地形に対応した
ネットワーク。低電力・広範囲・通信エリ
アの拡張・変更が容易といった特徴がある

遠隔地からデータを確認し、
解析できるシステムを構築

ポイント②

試作したデータ収集システム

データを見える化生育管理に必要な各種データを収集

ポイント①

日照 温度 水温

pHカメラの起動


